
  

                             

令和８年６月２５日 

 奈良県議会 

   議 長  田 中 惟 允 様 

 

                 奈良県議会議員定数等検討委員会 

                    委 員 長 岩 田  国 夫 

 

 

奈良県議会議員の定数並びに選挙区及び選挙区別定数について（答申） 

 

 当委員会は、令和７年１０月２４日に地方自治法第１００条第１２項及び奈

良県議会会議規則第９４条第２項の規定に基づき、議会の議決により臨時的協

議等の場として設置され、以来６回にわたって委員会を開催し、本県議会議員

の定数並びに選挙区及び選挙区別定数について、検討を行いました。 

 その結果、諮問のありましたこのことについて、現状維持が適当との結論に

至りましたので答申します。 

 なお、委員会で出された意見と審議の概要については、別紙のとおりです。 
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別 紙 

奈良県議会議員の定数並びに選挙区及び選挙区別定数について 

 

１ 議員の定数について 

令和７年度実施の国勢調査人口（第５回委員会までは推計値を議論に使

用（※1）。以下「人口」という。）によると、議員１人あたりの人口が最

も少ない吉野郡選挙区と最も多い香芝市選挙区との人口較差が２．４１倍と

なりました。このことから、将来的な人口減少も考慮して、議員定数を現行

の４３人から４１人に削減するという意見がありました。 

一方、本県の議員数は人口が同規模の他県と比較して一番少なく、これ

までも地域特性を考慮に入れつつ議員定数を削減してきた経緯があること

から、議員定数は現状維持が妥当との意見もありました。 

これらについて、議論を行った結果、議員定数は現行の条例定数どおり

４３人とすることとしました。 

 

※1 当委員会は、国政調査の人口速報値の公表時期が従前より遅くなることを踏まえ、国

政調査の人口速報値が公表されるまでの間は都道府県が公表する人口推計値を使用して

議論を進め、最終的な総括審議については国政調査の人口速報値の公表を待って行う方式

を取った。 

 

２ 選挙区及び選挙区別定数について 

選挙区及び選挙区別定数については、一人区を廃止することによって、

有権者の選択肢が広がり、投票率の向上や死票の減少、少数意見の反映にも

つながることから、現行の１６選挙区を１１選挙区へ合区し、人口比を基準

に新たに合区する選挙区において、定数を見直す意見が出されました。 
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また、議員一人あたりの人口較差が拡大している現状を踏まえ、人口較

差の解消のため、議員１人あたりの人口が最も少ない吉野郡選挙区と二人区

の中で次に少ない磯城郡をそれぞれ一人区にする意見が出されました。 

一方、現行の１６選挙区は、これまでの地域の成り立ちや特性が考慮さ

れており、選挙区を変更しようとする場合は十分な議論と合意が必要である

と考えるため、今般、この短期間の中で選挙区を見直すのは妥当ではないと

の意見がありました。 

なお、吉野郡については特に議論があり、議員一人あたりの人口が最も

少なく、葛城市との間で逆転選挙区となることから、郡内を分離した上で複

数の別の選挙区と合区してはどうかという意見と、人口減少に伴い定数を削

減してはどうかという意見とがありました。 

これに対して、吉野郡選挙区は奈良県の総面積の半分を超える約５６％

と広大で、他の地域とは異なる地域特性があることから、このような地域の

議員定数や選挙区を見直すにあたっては、人口だけに着目すべきではないと

の意見がありました。 

これらについて、議論を行った結果、選挙区については現行の条例どお

り１６選挙区とし、選挙区ごとの定数についても現行の条例どおりとするこ

ととしました。 

 

３ まとめ 

(1)本県の議員定数は人口が同規模の他県と比較して一番少なく、これまで

も地域特性を考慮に入れつつ議員定数を削減してきた経緯もあることか

ら、現状維持が妥当と考える。 

(2) 選挙区別定数については、人口減少が続く中、将来的な定数削減や合区 

などの必要性が高まることが予想される。しかしながら、現行の１６選
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挙区は、これまでの地域の成り立ちや特性が考慮されてきた経緯があり、

選挙区を変更しようとする場合は十分な議論と合意が必要であることか

ら、今般、国勢調査の人口速報値の発表が答申直前の 5 月末となった状

況の中、短期間で見直すのは妥当ではない。よって現状維持とする。 

(3)なお、議員の定数及び選挙区の変更を検討する場合は、立候補者への周

知期間を考慮に入れて、選挙が行われる 1 年前までには結論を出すべきと

考えるので、次に議員の定数及び選挙区を検討する際には、早めに委員会

を立ち上げ、十分な検討時間を確保されるよう申し添える。 
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奈良県議会議員の定数及び選挙区等検討委員会委員名簿 

                                     令和８年４月２４日  

 氏    名 備   考 

委   員   長 岩 田  国 夫 自 由 民 主 党 

副 委 員 長 井 岡  正 徳 自由民主党・無所属の会 

委       員 山 本  進 章 議  会  運  営  委  員  長 

委       員 川 口  延 良 自由民主党・無所属の会 

委       員 西 川     〃 

委       員 中 野  雅 史 〃 

委       員 松 木  秀一郎   日 本 維 新 の 会 

委       員 関 本  真 樹 〃 

委       員 工 藤  将 之 〃 

委       員 乾    浩 之 自 由 民 主 党 

委       員 亀 甲  義 明 公 明 党 

委       員 阪 口     保 改 新 な ら 

オ ブ ザ ー バ ー 田 中  惟 允 議         長 

オ ブ ザ ー バ ー 藤 野  良 次 副 議 長 

 


